
 

 

 

 

 

 

 

 

吸収合併に関する事前開示書面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年２月 10 日 

サンフロンティア不動産株式会社 

 

 



 

会社法施行規則第 191 条に掲げる吸収合併存続株式会社の事前開示事項 

 

令和 3 年 2月 10 日 

 

  東京都千代田区有楽町一丁目 2番 2 号 

サンフロンティア不動産株式会社 

代表取締役 齋藤 清一 

 

 

 当社は、令和 3 年 1月 20 日付の合併契約にて、サンフロンティア不動産投資顧問株式会

社（本店：東京都千代田区有楽町一丁目 2 番 2 号）と令和 3 年 3 月 31 日付で合併すること

と致しましたので、会社法第 794 条の規定により、下記事項を開示致します。 

 

１．合併契約書 

後掲令和 3年 1 月 20 日付合併契約書記載のとおりです。 

 

２．合併対価が存在しないことの相当性 

サンフロンティア不動産投資顧問株式会社は当社が発行済株式の全部を保有する所謂

完全子会社であるため、合併後の支配関係に変更はなく、合併対価の交付はなく、資本

金の額の増加もありません。 

 

３．吸収合併消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

サンフロンティア不動産投資顧問株式会社において新株予約権及び新株予約権付社債

の発行はないため、該当事項はありません。 

 

４．サンフロンティア不動産投資顧問株式会社に関する事項 

① 最終事業年度に係る計算書類等ついては別紙をご参照ください。 

② 最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時決算書類はありません。 

③ 最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他会社財産に

重要な影響を与える事象はございません。 

 

５．当社において最終の事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の

会社財産の状況に重要な影響を与える事象はございません。 



 

６．合併の効力発生日以後の当社の債務の履行の見込み 

当社及びサンフロンティア不動産投資顧問株式会社におけるそれぞれの最終事業年度

の貸借対照表を基礎に、本件合併後、当社がサンフロンティア不動産投資顧問株式会社

の債務を全て承継し、引き続きその履行責任を負うものの、当社の負担すべき債務の履

行に支障を及ぼすような事態は、現在のところ認識されておらず、本件合併後において

も、当社の資産の額は負債の額を十分に上回る見込みであり、履行期における履行の見

込みがあるものと判断しております。 

 

７．本書面の開示日以降において、上記事項における変更はありません。 

                                      以上 












